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進学イベント運営におけるデータ利活用基盤構築事業

①事業目的

②事業概要

③連携ITベンダー

１．事業内容 ２．事業効果イメージ

事業者名：株式会社ハンズ・コム（所在地：那覇市/業種：広告宣伝業）

３．将来像

総事業費：9,416,000円（税込み）

・高校生や保護者を対象とした進学イベントにおける受付と運用システムの開発。
・イベント時に集積したデータを利活用し参加者や出展校へ新たな価値の提供。
・開発したシステムをSaaS展開し、ビジネス変革と新ビジネスの創出を図る。

１. LINEアプリによる申し込みと同時に個人情報を伴わない進学志向等データを
蓄積。

２. 申し込み時に発行されたQRコードによる入場と出展者への進学志向等データ
の提供。

３. 蓄積されたデータを分析・可視化し、大学や専門学校、保護者や高校へ提供。
４. 参加者の進学志向等データは、イベント終了後に情報サービスとして利活用。

・イベント業務効率化と事業コストの削減
・イベント価値の向上と競争力強化の実現
・データ利活用による高価値情報の提供と新収益基盤の構築
・申込・受付・集計業務の効率化を図り、運営工数を30％削減
・参加者満足度を10％以上向上させ、出展校の継続出展率を15％以上向上
・就職イベントや展示会等へ展開し、3年後には売上10％向上

・1～2年目：自社イベントでの本格運用。データモデル・運用ノウハウの確立。
・3年目～：構築したシステムをSaaS展開し、同業他社へサービス提供、業界全体の
DX化の推進を目指す。

【教育DXプラットフォームの確立と他分野展開】

本事業で構築したシステムをもとに業界全体のプラットフォームとして事業推進し、さら
に、進学イベントで培ったデータ基盤やノウハウを元に、就職イベントや展示会などへも
展開する。

：株式会社てぃーだクラウド


	スライド 1

